














































A Study of Piano Performance Technique by Applying the Principle of 
Matthay in the Training School for Early Childhood Education and Care: 

































































































15） 原著Jaques-Dalcroze, Emile, Le rythme, la musique 














































































































































































































































































































・ ・ ・ ・
結なく
バ
・ ・ ・ ・
ラバラの動きでの肩、前腕、手首、
指等の連接の学習…バラバラにほ
ぐされた垂直の動きと水平の動き
49）。
37） マティ、『ピアノ演奏』、49〜50ページ。
38） 同上、53ページ。
39） 同上、60ページ。
40） 同上、79ページ。
41） J＝ダルクローズ、山本(訳)、『リズム』、59ページ。
42） 同上、66ページ。
43） 同上、69ページ。
44） J＝ダルクローズ、山本(訳)、『リズム』、94ページ。
45） 同上、192ページ。
46） マティ、『ピアノ演奏』、64ページ。
47） J＝ダルクローズ、山本(訳)、『リズム』、82ページ。
48） マティ、『ピアノ演奏』、65ページ。
49） J＝ダルクローズ、山本(訳)、『リズム』、94ページ。
保育者養成校でのマティの原理を応用したピアノ演奏技術の習得に関する一考察
─ 179 ─
　(第2表)に示されたとおり、マティとJ＝ダ
ルクローズの見解には次のような多くの共通
点が見られた。①動きの連続性とその変化（中
断）の必要性に関する見解、②歩行の際の重
心移動、およびその抵抗と推進についての分
析、③音楽的表現のために重要な要素を聴取
力と捉えること、なかでも内的聴取力(内的
聴覚)への言及、④運動を生理学的、力学的
に分析し、筋肉感覚を重視する考え、⑤筋肉
の自動性がもたらす効果、⑥筋肉の収縮と弛
緩をコントロールすることを重視する姿勢、
である。つまり、J＝ダルクローズは、マティ
の教育に関心をもち、研究した過程でマティ
の原理に共通する要素を見出し、自らの教育
の方法を裏づける見解として著作において紹
介したと考えられる。
　保育者養成において、限られた時間の中で
ピアノの演奏技術を習得することには多くの
課題があると指摘されているのは先述のとお
りである。本稿では、そのような課題に応え
るものとして、リトミックの身体運動を活用
し、マティのピアノ演奏の原理を授業に反映
させる可能性を検討した。その結果、J＝ダ
ルクローズとマティの見解には少なからず共
通点が見いだされ、リトミックの身体運動に
マティの原理を拠りどころにしたピアノ学習
に期待される働きがあることが確かめられ
た。そして、保育者養成における保育内容「表
現」の中でリトミックを活用すること、同時
に保育の基礎的な技能を習得するためのピア
ノのレッスンにマティの方法を活用するとい
うこと、つまり両者を併用することでより高
い技術を、効率的に身に付ける可能性が示唆
された。
おわりに 
　保育者養成における音楽実技では、指導の
対象が18歳以上の学生であり、子どもに対す
るものとは異なるアプローチが求められる。
そのような状況において、マティのピアノの
メカニズムについての知識とその理解から始
まる指導方法には大きな可能性を感じてい
る。本稿では、J＝ダルクローズとマティの
間には共通する考えが見いだされ、効果的に
授業に活用する可能性が示唆されたが、具体
的な指導方法についての検討には至っていな
い。今後は、具体的な指導方法を実践の中で
検証し、提案していきたいと考えている。

